



                      




 19 世紀後半の万国博覧会の時代にその口火を切ったのは、1851 年にロンドンで開か
れた｢万国産業活動大博覧会(The Great Exhibition of the Works of Industry of all 
Nations,1851)」である。この最初の万国博覧会は、産業革命の先進国イギリスを主催
者として、ヴィクトリア女王(Queen Victoria, 1819-101)の夫君アルバート公(Albert 


















































2 万 5 千人の大群衆の中でその偉業に立ち会っている。長さ 563 メートル、幅 124 メートルのガラ
ス屋根の下にすべてが集められおり、歴史上これまで一度も起こったことがない出来事であった。 
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覧会：図解付公式要覧（Great Exhibition of the Works of Industry of all Nations, 




ジャーナル』誌特別号の『1851 年万国博覧会アート・ジャーナル図録（Art Journal 









喚起している。実際に本図録には、『審美眼の教訓としての博覧会(the exhibition as 
































（Ralph Nicholson Wornum, the exhibition as a lesson in taste,in: 
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学校」の再生もようやく実を結び、1852 年 2 月に新設された「実用美術局(the 






 マルバラ・ハウスにおける国立デザイン学校の活動は、「製品博物館(The Museum of 
Mabufacture)」あるいは「装飾美術館(The Museum of Ornamental Art)」とも呼称さ
れる陳列室での学生デザイン展示と、万国博覧会の収益金（5センポンド）で購入され
る装飾製品（英国ならびにインド、イタリー、フランスなどの産業製品）展示で幕が
開けられている。この展覧会は、まず試行的に 1852 年の 5月から 6月にかけてマルバ
ラ・ハウスの二階で開かれている。夏季休暇中は閉館されている。そしてこの展覧会
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(Cf. Christpher Frayling, Henry Cole and the Chamber of Horrors,  






ausehold Words)』には、1852 年 12 月 4 日号にヘンリー・モーリ筆の「恐怖でいっぱ



















(Henry Morley, A House Full of Horrors; in : Household Words, 
4 December 1852, Bradbury & Evans, pp.265-6.) 
 
こうした当代の市井の人びとの戸惑いを、チャールズ・ディケンズは彼の小説『ハー







理＞」展第 35 番の壁紙「馬(horses)」（図 5）であり、この壁紙においては空中に遊泳
する馬や水面や風景が透視画風に配置され、その下方には競馬の光景も描き加えられ
ている。 
こうした「恐怖の小部屋」での展示は、1853 年 6 月に最終的に打ち切られている。
そこでの刺激的な展示品は、大いに世間から注目を浴びており、街中の話題になって
いたが、汚名を着せられた製品の製造元が抗議を唱え始めたからである。しかしこの






やがて 1853 年 8 月にはデザイン学校の本校が、モールバラ・ハウスへ移転し、再び
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やがて 1853 年 8 月にはデザイン学校の本校が、モールバラ・ハウスへ移転し、再び
改称されて「中央美術訓練学校(the Central Art Training School)」となり、「美術
教師を訓練するクラス」や実践的なデザイン指導を行う「特別技術クラス」が新たに
設置されている。その一方で「実用美術局」は、1853 年 10 月に科学教育部門と合体し、
「芸術と科学の産業への応用」というアルバート公の高邁な計画に適わせて、その名
称が「科学・美術局(the Department of Science and Art)」に変更されている。さら
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(2018 年 1 月 27 日、生活美学研究所本年度生活美学基礎理論研究会における講演に基づく) 









   図 1 フェリックス・サマリー、 
     陶器製茶器セット、1848 年 
   
                   図 2 パリのゲイトン社の「香炉」、1851 年 







 図 3 G.M.アダムス社の「銀製砂糖大さじ」、 
   1851 年 
                 図 4 「偽りの装飾原理」展 第 83 番「金メッ真  




                                    
       
 
 
図 5 「偽りの装飾原理」展 第 35 番 
  壁紙「馬」、1852 年          
               図 6 サウスケンジントン博物館階段型講義室切妻 
                  モザイク画（1868 年）    （撮影 筆者） 
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